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学習意欲と授業についての考察
















Learners’ motivation in the classroom: theory and practice
Chizuyo Kojima
Abstract
　The aim of this study was to investigate learners’ motivation in the classroom and 
to explore related issues that are likely to influence on the process of learning of a 
language. The paper gives an overview of previous research into individual differ-
ences, motivation and good language learners. The research was carried out within an 
interpretive paradigm using qualitative methods in order to find out what motivated or 
demotivated students in the classroom. Data were collected from three groups of stu-
dents using open-ended questionnaires. Participants were made up from three groups 
based on their ability with English: novice, intermediate and expert students. The find-
ings revealed that students’ classroom experience was affected by various factors. The 
paper also discusses similarities and differences in the answers of the three groups 
to open-ended questionnaires. The results indicate that less competent learners were 
motivated when they were able to understand English, whereas competent learners 
appreciated using English in class.
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学習者の個人差 (individual differences)、個人差の一つでもある学習意欲 (motivation)、学
習意欲が一つの要因として作用するとされる外国語学習成功者の研究 (The good language-
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なわち、性格 (personality)、才能 (ability/aptitude)、学習意欲 (motivation)、学習スタイル 
(learning styles)、 学習ストラテジー (language learning strategies)、学習者のその他の特性 
(other learner characteristics) である。最後の学習者のその他の特性は、さらに 5 種類の要因
に分けられる。不安 (anxiety)、 自尊心 (self-esteem)、 創造性 (creativity)、進んでコミュニ
ケーションをとる態度 (willingness to communicate)、学習者のビリーフ (learner beliefs) で
ある。学習者のビリーフについては（児島　2015）で概観したが、これら五つの要因は、
影響が少ないように見えても、実は第二言語習得の過程で重要な要因と考えられている 









因 (cognitive factors) を、人間は持っている」と主張する。このことについて、Skehan (1989) 
は、「語学の才能が生まれつきのものか、あるいは三歳までの環境に影響されるのかは、
明らかではない」という見解を示しているが、Grigorenko, E., Sternberg, R., & Ehrman, M. E. 
(2000) らは、「語学の能力は、生まれた時に決まるのではなく、知識や技術を積み重ねて
いくものと考えられる」と主張している。
　30 年以上前に、Krashen (1981) と McLaughlin (1978) は、第二言語習得の過程に関して、
異なる見解を示した。Krashen は「目標言語を使用することによって、無意識のうちに習
得できる」と論じたのに対して、McLaughlin は「目標言語を自動的に使えるようになる






























　言語習得過程に影響を与える 2 種類の領域を Tarone & Yule (1989) は次のように示して
いる。すなわち、感情的領域 (affective domain) と知識的領域 (knowledge domain) であり、
感情的領域には、態度 (attitude)、学習意欲 (motivation)、自信 (self-confidence)、不安 (anxiety)
などが含まれる。これらのうち自信 (self-confidence) は、 言語習得過程でたびたび起こる
「つまずき」を乗り越えるための重要な要因である。
















論的視点は、実証主義的視点 (scientific paradigm)、解釈主義的視点 (interpretive paradigm)、
批判主義的視点 (critical paradigm) の三つに分類される (Crotty 1998)。本研究は、これらの




が用いられることが多い。特に事例研究 (case study) では、多項選択式のアンケートより、
記述式のアンケート調査のほうが適している。これは、研究対象となる個人個人の考えを


























1） 英語能力が低い学生 ( 以下 novice)　　 大学 1 年生　女子　 23 人
	 （英検準 2 級：9％　3 級：35％　4 級：17％　不明：39％）
2） 英語能力が中程度の学生 ( 以下 intermediate)　 大学 2 年生　女子　 23 人
3） 英語能力が高い学生 ( 以下 expert)  大学 1 年生～ 4 年生　40 人
  （男子 28 人　女子 12 人）
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６．調査方法
　研究手法の中で、インタビューは、記述式アンケートより詳細なデータを得られる可能
性が高いが、倫理的問題点も指摘されている (Cohen et al. 2000)。すなわち、授業を受けて
いる学生の場合は、より時間的拘束や負担も多くなる。このことから、本研究では記述式
アンケートをもって調査方法とした。
　前期の授業終了後に、novice と intermediate には、下記の記述式アンケートを実施した。 
expert は、授業について自由に記述をさせ、これらの記述をデータとした。授業は英語で
おこなっている expert も、日本語で書くように指示した。









　解釈主義的視点 (interpretive paradigm) での質的研究であることから、調査結果の概要を
述べた上で、「学生の生の声」を匿名で記す。記述された内容は、内容分析してコードに
分類した。その結果、 novice のコードは「理解できた」の 1 分類、 intermediate のコードは「理
解できた」「クラスの雰囲気」「良い点数をとる」「達成感」の 4 分類、 expert のコードは「英
語を使う」「プレゼンテーション」「クラスの雰囲気」の 3 分類とし、それぞれ表にまとめ
た（表 1、表 2、表 3 参照）。記述式アンケートを実施した novice と intermediate は、①　
②に記入してある場合、 ①やる気について、②英語学習についての考え方や学習方法が変
わったこと、という順で提示する。各グループとも、詳しく学習意欲を説明していない記




やる気が出たというコメントが一番多く、19 件 (83%) あった。「基礎が抜けているとわかっ
41






りたいのは 3 人 (13%) だけだったのに対して、準備なしのスピーチをやりたいというコメ
ントは 16 人 (70%) もいた。短いスピーチなら、英語能力があまり高くない学生でも、話
すことも聞くことも、理解しやすいからだと考えられる。
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だった。また、「教師がほめてくれること」で、やる気が出たと書いている学生の記述も
3 件 (13%) 見られた。やる気をなくすのは、「予習ができてない時」「テストの点数が悪い時」
などであった。
































































































































































ンをすることによって力がついた」という記述が 15 件 (38%) あった。「英語だけで行う授
業の利点」や「学生同士も日本語を使わないことのメリット」について書いている記述
も 12 件 (30%) 見られた。英語で行うグループワークやペアワークの良さも書かれていた。
これらは、英語を使うことによって、学習意欲が高まることを示している。
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かの英語の授業でも勉強したら、大学 1 年では能力別 9 クラスの中で一番下のクラスだっ
たのに、2 年になって 4 段階上のクラスまで上がれた」ということだった。大学の教育現
場で、学生に一生続く能力を与えることは、生涯教育 (lifelong education) につながり、根
幹に働きかける教育であると考えられる。　
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